
い
っ
ぱ
ん
質
問

市
政
こ
こ
が
聞
き
た
い

No.7 平成19年５月１日 8No.7 平成19年５月１日9

統合後の有効な跡地利用が期待される県立花巻厚生病院

�

格
差
社
会
が
国
の
規
制

緩
和
策
の
中
で
広
が
っ
て
い

る
。
期
限
付
き
社
員
や
パ
ー

ト
労
働
者
の
増
加
、
市
の
国

保
税
収
納
率
の
低
下
、
生
活

保
護
者
の
増
加
な
ど
の
格
差

拡
大
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
（
市
長
）
正
社
員
と
非
正

社
員
と
の
所
得
格
差
や
都
市

圏
と
地
方
と
の
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
。
競
争
社
会
に
お

い
て
は
、
あ
る
程
度
の
は
否

定
で
き
な
い
が
、
働
く
意
欲

を
持
っ
た
人
や
生
活
を
改
善

向
上
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち

の
努
力
が
報
わ
れ
る
社
会
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

�

新
県
立
統
合
病
院
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に
つ

い
て
伺
う
。

ま
た
、
花
巻
厚
生
病
院
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
市
民

参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
（
政
策
企
画
部
長
）
交
通

ア
ク
セ
ス
確
保
は
、
県
へ
の

要
望
や
県
交
通
と
の
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

19
年
度
策
定
の
花
巻
市
公
共

交
通
計
画
で
検
討
す
る
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
花
巻
中
央
地
区
振
興

協
議
会
で
活
用
策
を
検
討
し

て
お
り
、
６
月
ご
ろ
に
は
方

向
性
を
ま
と
め
る
。

市
政
こ
こ
が
聞
き
た
い

い
っ
ぱ
ん
質
問

本
定
例
会
で
の
一
般
質
問
は
、
13
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
質
問
（
Ｑ
）
と

答
弁
（
Ａ
）
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

阿部 一男 議員
（平和環境社民クラブ）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

努
力
が
報
わ
れ
る
社
会
を
目
指
す

厚厚
生生
病病
院院
移移
転転
へへ
のの
対対
応応

�

神
奈
川
県
川
崎
市
か
ら

無
償
譲
渡
さ
れ
た
田
瀬
地
区

の
4.5
�
の
土
地
は
、
来
年
３

月
ま
で
に
利
用
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件

が
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
検

討
状
況
や
現
段
階
の
考
え
方

を
伺
う
。

Ａ
（
東
和
総
合
支
所
長
）
本

件
は
、
旧
東
和
町
か
ら
引
き

継
が
れ
た
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
庁
内
に
関
係
部

課
長
か
ら
な
る
花
巻
市
土
地

利
用
会
議
を
立
ち
上
げ
た
ほ

か
、
川
崎
市
職
員
も
交
え
た

土
地
利
用
検
討
組
織
を
設
置

し
、
当
面
、
民
間
に
よ
る
事

業
展
開
を
目
指
し
、
活
用
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

�

田
瀬
地
区
の
小
・
中
学

校
が
近
年
中
に
統
合
さ
れ
、

保
育
園
の
廃
止
も
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
公
共
施
設
等
が
無

く
な
っ
て
い
く
と
高
齢
化
に

拍
車
が
か
か
り
、
限
界
集
落

に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
。
市
内
の
山
あ
い

の
集
落
の
過
疎
化
や
高
齢
化

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

Ａ

各
地
域
に
振
興
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
、

地
域
の
方
々
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

地
域
と
市
の
協
働
に
よ
り
、

集
落
機
能
の
維
持
・
向
上
に

努
め
て
い
く
。

小田島邦弘 議員
（花巻クラブ）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

川
崎
市
か
ら
の
譲
渡
土
地
の
活
用

民
間
に
よ
る
事
業
展
開
を
目
指
す

市内学童クラブで登録児童が最も多い「桜台学童クラブ」

�

景
気
回
復
に
つ
い
て
、

都
市
圏
と
地
方
で
は
格
差
が

あ
り
、
一
部
の
企
業
を
除
い

て
は
、
当
地
方
で
の
回
復
は

見
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
市
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
金
の
廃
止
・
縮
減
や
地

方
交
付
税
制
度
改
革
な
ど
に

よ
り
財
源
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の
財

源
確
保
の
見
通
し
と
平
成
19

年
度
事
業
の
最
重
要
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（
市
長
）
自
立
し
た
新
し

い
自
治
体
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
が
、
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
平
成
19
年
度
は
、
自
立

し
た
市
民
と
自
立
し
た
行
政

に
よ
る
協
働
社
会
構
築
の
た

め
の
「
小
さ
な
市
役
所
構
想
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健

全
な
自
治
体
経
営
の
た
め
の

中
長
期
の
視
野
に
立
っ
た
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

�

市
内
学
童
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
平
成
19
年
度
の
受
け
入

れ
状
況
と
市
の
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
（
保
健
福
祉
部
長
）
前
年

度
の
登
録
児
童
数
を
大
き
く

上
回
る
見
込
み
の
学
童
ク
ラ

ブ
、
特
に
も
70
人
を
超
え
る

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
各
学
童
ク

ラ
ブ
の
状
況
に
応
じ
、
プ
レ

ハ
ブ
教
室
の
設
置
や
空
き
教

室
等
の
利
用
な
ど
、
個
別
に

対
策
を
進
め
て
い
る
。

齋藤 政人 議員
（新風クラブ）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

市
民
と
行
政
と
の
協
働
社
会
構
築

川崎市から無償譲渡された土地（東和町田瀬）

平
成
19
年
度
の
最
重
要
課
題
は

学学
童童
クク
ララ
ブブ
へへ
のの
支支
援援

過過
疎疎
地地
へへ
のの
対対
応応
はは

市政ここが聞きたい


